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えどがわエコセンターは、平成16年度のスタート以来区民・事業者・学校・行政など多くの
皆様とともに歩んでまいりました。
事業数の推移や調査事項など、活動の一端を数字で報告します。

年間の事業数は年々伸びてきましたが、ここ数年は約200件となっています。
事業参加者数は事業数の伸びに連動して増加しています。
特に平成21年度より地域イベントに参加したことで、参加者数が大きく増加しました。10年
間の累計では、事業数が1,671、事業参加者数は104,378人となっています。

平成18年度にスタートし
たもったいない運動えどがわ
の認知度は平成24年度の区
民世論調査で5割を超えまし
た。平成26年度の調査では
何らかの取り組みをしている
区民は9割を超えています。
参加登録者数は毎年継続的
に増加し、平成25年度までに
95,330人に達しました。
なお、平成20年度に登録者
が大幅に増加しているのは、
全小・中学校での取り組みを
加えたことによるものです。

① 事業数・事業参加者数

② もったいない運動えどがわ

エコセンター事業の推移

参加登録者数（累計）
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平成18年度に江戸川区版
環境マネジメント制度として、
当初11事業所からスタート
しました。年々企業の環境経
営やCSRの重要性が認知され、
登録事業所数は増加し累計で
226事業所となりました。

江戸川区内を流れる一級河川の荒川・江戸川・新中川を毎年順番で調査します。東なぎさ及
び外海は毎年調査しています。詳細な調査結果は、えどがわエコセンターまたは江戸川区役所
ホームページで確認できます。

環境学習リーダー養成講座
としてスタートした環境学習
講座は、区民がより気軽に参
加できるよう平成20年度よ
り「おきがる環境講座」と名
称を改めました。平成25年
度までに2,548人の区民が講
座を受講し、修了後は様々な
形で環境活動に関わっていま
す。

「生ごみリサイクル講習
会」は、家庭ごみの約5割を占
める生ごみをたい肥化するこ
とで、ごみの減量やCO2の削
減を目指しています。平成
25年度までに1,030人の区民
が講習会に参加し、実践活動
をしています。

③ エコカンパニーえどがわ ⑤ 水辺の環境調査（環境モニタリング調査）

④ 人材育成事業

平成16年度

平成18年度

平成20年度

平成22年度

平成24年度

平成17年度

平成19年度

平成21年度

平成23年度

平成25年度

荒川 東なぎさ

植物 55科　308種 23科　51種

鳥類 22科　42種　
5,223羽

9科　20種　
11,864羽

底生生物 23科　32種

魚類 11科　28種

江戸川 東なぎさ

植物 68科　349種 32科　83種

鳥類 29科　43種
5,323羽

12科　25種
3,449羽

底生生物 33科　44種

魚類 　7科　25種

新中川 東なぎさ

植物 60科　283種 33科　87種

鳥類 18科　27種
2,678羽

16科　36種
3,266羽

底生生物 25科　40種

魚類 　6科　21種

荒川 東なぎさ

植物 64科　315種 37科　87種

鳥類 21科　43種
1,951羽

13科　28種
2,280羽

底生生物 34科　44種

魚類 　7科　15種

江戸川 東なぎさ

植物 70科　279種 36科　60種

鳥類 21科　44種
3,007羽

12科　28種
6,085羽

底生生物 34科　48種

魚類 10科　26種

新中川 東なぎさ

植物 63科　314種 31科　81種

鳥類 19科　42種
3,770羽

11科　22種
23,830羽

底生生物 19科　27種

魚類 　6科　18種

荒川 東なぎさ

植物 63科　349種 56科　239種

鳥類 22科　41種
3,197羽

11科　30種
2,394羽

底生生物 30科　45種

魚類 　9科　27種

江戸川 東なぎさ

植物 67科　325種 37科　90種

鳥類 22科　44種
3,153羽

14科　26種
2,668羽

底生生物 27科　43種

魚類 　9科　24種

新中川 東なぎさ

植物 75科　283種 36科　86種

鳥類 14科　26種
886羽

15科　33種
3,695羽

底生生物 25科　39種

魚類 　7科　20種

荒川 東なぎさ

植物 66科　315種 36科　81種

鳥類 24科　44種
2,383羽

15科　29種
1,886羽

底生生物 31科　47種

魚類 　8科　17種

えどがわエコセンター設立時より、「エコタウンえどがわ」を実現するための人づくり、仲間
づくりに取り組んでいます。

新規登録事業所数

おきがる環境講座参加者数

生ごみリサイクル講習会参加者数
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2. アンケート調査  概要と結果

概 要

１．目的
エコセンターに対する意識・評価・要望などを把握し、その結果を今後の運営に反映させ

るために実施。

２．対象
① エコセンター会員（対象者213人　回答者101人）
 ※活動団体、エコカンパニー登録事業者は除く

② エコセンター団体会員（対象者20団体　回答者90人）

③ エコカンパニーえどがわ登録事業者（対象者225社　回答者90社）

④ 平成26年度講座等参加者（回答者804人）

⑤ 平成26年度もったいない運動参加者（回答者6,954人）

３．期間
平成26年４月１日～ 11月30日

４．調査方法
①②③ 調査票を対象者に郵送し、本人記入方式。回収は郵送回収と窓口回収及びファッ

クスにて回収。

④ エコセンター講習会参加者に対して、講習会終了後、対象者に調査票を直接記入方式。

⑤ 地域イベント等で対象者に調査票を直接記入方式。

5．自由意見
各アンケートの具体的な意見については、代表的なものを抜粋して掲載。

① エコセンター会員　結果・分析

〈あらゆる人達によるエコセンター活動への参加〉
●若者世代が活動にもっと参加してもらえるよう働き
かけてほしい。また、子育て世代への啓発も大切で
はないか
●今まで以上に活動の実態を周知し、参加者を増やし
たり外国人の参加も積極的に行ってほしい
●広い視野で家庭から地域へと広がる活動を期待  

〈江戸川区独自のエコ活動と区民へのPR〉
●身近に行えるエコ活動や心がけがいかに地球環境の
保全につながるかを多くの区民にPRしてほしい

●まだまだエコセンターの活動が知られていないこと
がとてももったいないなと感じます。たくさんの人
にもっと知ってもらえる機会が増えることを期待

〈その他〉
●環境フェアの他に主催イベントを検討してほしい
●身近でわかりやすい環境問題や誰が聞いてもわかり
やすい講習会を実施してほしい 
●エコセンター参加団体の充実を図り、区内の団体と
の大同団結を図り日本一のエコタウン達成を目指す
ことを期待したい

●エコセンターを知ったきっかけは、広報えどがわが4割と最も多い
●活動の目的は地球温暖化の防止をはじめ、主要な環境テーマ全般にわたっている
●活動後の環境意識は約8割が高まっている
●エコセンター活動の評価は、非常に良い・良いが7割を超えている

広報えどがわ 42%

区ホームページ 2%エコセンター
ホームページ 2%

チラシ・
パンフレット 3%家族や友人・知人 

13%

所属団体からの
紹介 23%

その他 13%
無回答 2%

非常に高まった 
35%

ある程度高まった 44%

あまり変わらない 
11%

わからない 5% 無回答 5%

省エネ 22%

地球温暖化防止 
19%

ごみ減量 13%リサイクル13%

自然環境の保全 
12%

環境教育・人材育成 
11%

仲間づくり 6%
その他 3% 無回答 1%

非常に良い 
30%

良い 43%

ふつう 22%

あまり良くない 1% 無回答 4%

男 59%

女 39%

無回答 2%
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③ エコカンパニーえどがわ　結果・分析② エコセンター団体会員　結果・分析

〈エコカンパニーの認知度向上〉 
●より多くの企業等がエコカンパニーに参加するよう
な企画の検討や表彰制度の充実
●事業所と連携しエコカンパニーの活動をPRするべき
●エコカンパニーが全国に知れ渡るとさらに力が入る

〈他事業者の事例の紹介〉
●環境に対して先進的な取り組みをしている企業の事
例を紹介してほしい

〈現在、取り組んでいること〉 
●社内照明のLED化を実施した
●社有車に低燃費車を導入した
●従業員みんなで環境意識向上に向け話合いをしている
●出かける際は公共交通機関を利用するようにする

〈エコセンターの広報・宣伝力の強化〉
●エコセンターの存在や団体活動をまだまだ知ら
ない人がいるので、PRをどんどんしてほしい
●団体活動をしているグループがもっと活動して
いる姿をアピールしてほしい
●FMえどがわのみならず、J:COM江戸川等での積
極的な認知活動の展開

〈他団体との連携強化〉
●エコセンター主導による複数団体の協働による
プロジェクトを立ち上げてほしい
●行政組織（共育プラザ、くすのきカルチャーセン
ター、すくすくスクール、図書館など）との更な
る連携強化
●エコカンパニーや地域（町会等）との協力による
企画提案事業の推進

〈若い世代との共同参画〉
●青少年向けセミナーの活動を増やしてほしい
●ボランティア活動などに興味のある若いメンバ
ー確保に協力して頂きたい

〈その他〉
●自然環境問題、生物多様性にもっと力を注いでほ
しい
●エコ活動は広範囲に及ぶため、地道な支援が必要
である

●業種、職種別のエコな取り組みや提案など教えてほ
しい

〈その他〉
●連携、協働について中心的役割を一層強化して頂き
たい
●エコ活動がそれぞれの事業所の経営面でも役立つよ
う交流や紹介の場を設けてほしい

〈今後、取り組んでいきたいこと〉
●より一層社会貢献活動（CSR）に取り組みたい
●太陽光発電を取り入れたい
●より省エネ性能の高い機器への入れ替え
●敷地周辺の植樹など緑化の推進していきたい  
    

●エコセンターを知ったきっかけは、所属団体からの紹介、家族や友人・知人、広報えどがわが各2割を
超えている
●活動の目的は主要な環境テーマ全般にわたっている
●活動後の環境意識は8割以上が高まっている

●エコカンパニーを知ったきっかけは、広報えどがわと区ホームページが2割を超え、エコセンターホーム
ページが約1割となっている
●活動の目的は、地球温暖化対策の他、従業員の環境意識の向上、社会貢献活動、経費の削減、事業所の
イメージアップなどがあげられている
●活動後の意識の変化は8割以上が高まっている
●エコカンパニー活動の評価は、非常に良い・良いが約8割となっている

性別 エコカンパニーを知ったきっかけ

エコセンターを知ったきっかけ
活動後の意識の変化

活動後の意識の変化

今後エコカンパニー全般に期待すること（自由意見）

環境問題に関して取り組んでいること、今後取り組んでいきたいこと（自由意見）

今後エコセンター活動に期待すること
（自由意見）

年代 活動の目的（複数回答可）

活動の目的（複数回答可）

エコカンパニー活動の評価
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女 47%
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⑤ 平成26年度もったいない運動参加者　結果・分析④ 平成26年度講座等参加者　結果・分析

●性別の結果より、家庭の中でもったいない運動の中心となっているのは女性ということがうかがえる
●年代の結果より、20代の若者層の参加が少ない  

●住まいの地域より、区内まんべんなくもったいない運動が認知されている
●エコ活動については、節電・省エネやごみ減量など、日頃から出来る身近な取り組みが多く行われている

〈身近な材料で〉
●身近な材料でこのように創造的で楽しい時間が過
ごせ、友達にも伝えたい
●夏休みの自由研究にも使えたので良かった

〈自然との触れ合い〉
●都会ではなかなか体験できない自然との関わりや、
遊びが体験でき、とても楽しかった
●ゆっくりじっくり観察できてすばらしい（専門知
識の豊富な）指導者のいる観察会があればまた参
加したい

 
〈講演会に参加して〉
●断片的な報道と解説が多い中で、今回系統的に理
解することができた
●もっと若い、これからの日本を背負って立つ人た
ちに聞いてもらいたい内容だった

●エコ活動に興味がある人は参加者のほぼ全数である
●環境活動では積極的・機会があればを合わせ、ほぼ全
員が取り組んでいくとしている
●イベント・講習会の参加者はほぼ全員が満足している
●講座参加者のほぼ全員がまた参加を希望している
●イベント講習会の情報は広報えどがわが６割となっ
ている

したい
99%

したくない 1%

性別エコセンターを知っていますか？

お住まいはどちらですか？

今後、環境活動に取り組んでいきますか？

また参加したいと思いますか？

自由意見

年代エコ活動に興味がありますか？

現在取り組んでいる、または今後
取り組もうと思うエコ活動（複数回答可）

今回のイベント・講習会の感想をお聞かせください。

今回のイベント・講習会はどこで知りましたか？

今後開催してほしいイベント・講習会は
ありますか？（複数回答可）

知っている 
72%

知らない 
28%

はい 96%

いいえ 4%
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取り組む 67%
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やや不満 1%
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広報えどがわ 62%
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節水 15%

雨水利用 2%

交通 13%

リユース・
リサイクル 8%
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資料編　2. アンケート調査  概要と結果
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会　　長 岡島　成行

理　事　長 小林　豊

副理事長 大和地　弘一

理　　事 荒木　初美　　　木村　伸行　　　齋藤　智子　　　佐藤　正兵
島田　久市　　　末吉　潤一　　　滝本　実　　　　中嶋　美南子
水上　泰輔　　　山﨑　実　　　　山本　敏彦　　　吉井　寛之

監　　事 松本　勝義

理　事　長 岡島　成行

副理事長 松本　藤隆

常務理事 鈴木　稔夫

理　　事 松田　美夜子　　佐々木　定治　　木村　伸行　　　江原　春美
倉内　皓子　　　佐藤　正兵　　　市川　まり子　　重杉　浩
富田　規男　　　山崎　求博　　　實方　健　　　　原　信男

監　　事 杉本　英臣

3. 役員名簿

4. 組織図

平成16年4月1日① 設立当初役員

平成25年6月1日現在② 現役員
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資料編　3. 役員名簿　4. 組織図
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